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沖組本部町字渡久地に伝わる臼太鼓歌の記錬 (Tl:.1)

渡 久 地 政

l 序

ずつと古い時代から沖縄各地で行われている祭事の一つに,シヌグ (注2) という行

事がある.これはノロ (神事を司る女)を中心として,村の繁栄,五穀豊鱒,子孫繁昌

を祈る祭事で,普通部落単位で行われている.このシヌグという行事は起源が古いだけ

に,原始的な神部が多く,中には女の裸踊りとか,性行為につながるような神前舞踊等

もあったとの事である.そのためか尚敬王の時代 (約200年前) にこの行事は禁止され

た事もあるという.その後本格的なシヌタとしての行事は,だんだん衰えてきたようだ

が,鎖守に対する感謝祈願の祭事として,内容的に改善されたシヌグの姿は,旧暦七月

か八月に行われる年中行事の一つとして現在でもあちこちに残っていち.

このシ女グの中の行事の一つに老若の女はかりで円陣をつくって太鼓 (直径30七ソチ

はかりの小鼓)にあわせて歌いながら踊る日太鼓踊りというのがある.まことに素朴な

踊 りで,手を陶前に合わせたり,前に上げたり,下したりする程度の静かな円陣舞踊で

ある.筆者が見たのは (30年前)沖縄北部の本部町字渡久地に残っている日大故踊りで

次に記載するのも,その時に歌われた五曲の歌詞と曲である.

波久地の日太政踊りは旧暦七月二十二日の晩にアサギと称する岡堂の庭で数個の聖火

(松明)の下で,輝る観衆にかこまれて行われるおごそかな踊 りである.束と西 (涯久

地の字は衆組と西組にわかれている)から繰 り出して来る各組の折り手は,先頭に骨頭

取り二人 (年難の女で歌の上手な人で,小鼓を打ちながら歌を先導する役),その次にジ

ユリグワーと称する若い踊 り手五六人 (未婚の乙女で胴衣 (ドゥジソ)というゴバソ約

の白い上着と.カカンとい う白いヒダのあるスカート風のものを斎用,頭には紫色の鉢

巻をして共の結び目を左横にしてたれを長くする).その次に既婚の婦人連が十数人 (白

地の着付の上に紺地の着物を羽放る),計二十数人が一列継隊とい ういでたち.それが字

の中央に位する例の弼堂の前の広場でおち合い,一つの円陣を作り終ると,いよいよ日

太鼓の踊りが始まるのである.歌の歌い出しは棄酉の音取り (ニードゥイ)即ち番頭と

りが交互にあたる.音取りが歌い出すと他の踊り手も,それについて歌いながら桐を始

めるのであるが,なかなか覚えにくい歌である上に,年に一回の行事のために歌うだけ

だから充分歌いこなせる人は少いようであった.ノロはこの踊 りには加わらないで行額

の終るまで嗣蛍の中に坐って踊 りを観ている.

江 渡久地のシヌグ (土地の人はシニダイといっている)は旧肺七月十九日から始って二十二

日の日大故踊りで茶を閉じるが,その間に色々の神津があるらLい.各家 か々ら米や粟を

注1) 本鰍よそトブ,波久地はト〆チ.日太鼓は usid-ekuと碓音する.

注2)宙文献には｢Lの('｣と讃いてシヌグと発音している.
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集めて御神酒 (弼酒)を作って神前に供えるのもその行事の一つである.出来た御神酒は

各家庭にも分配される.

1 日 太 鼓 踊 り の 歌

日大鼓踊 りで歌われる歌は五曲あって,各曲に三つか四つの歌詞が準階されている.

歌われる順序は次の通りである.(注3)

1.しきじ節

2.いんちヤ苧 (短い芋の意)

3.天のぶり星 (天の群星の意)

4.具志川ふた川 (井戸の名前)

5.本部なぎ節

上記2,3,4の題名は,いずれも最初に歌われる歌詞の冒頭の文句をとって名付け

たものである.1の題名は蘇原もよくわからない.古老にきいてもわからない.晋から

の言い伝えをそのま 受ゝけついでいるにすぎないという.5の本部なぎ節は本部にちな

んだ歌で,本部に生れた歌だといわれているが,｢なぎ節｣というのがよくわからない.

本部に ｢投げ捨ててあった歌｣という意味だと解く人もいるが,どんなものか.その事

については曲譜の解説の所にも触れておいた.

Ⅲ 採 静 に つ い て

以上の五曲を採譜したのは昭和五年の夏で,日大鼓踊りの要員が歌の練習をしている

時に行ったものである.

その時の指導にあたった方は,仲村菓 (屋号マースヤー)のおばあさん (当時八十才

余)と牧田 (監号マソナソヤーグヮー)のおばあさん (当時七十才前後)のお二人で,

お年のわりに,は りのある若 々しい美声で歌って居られたのが今でも記憶に残ってい

ち.指導を受ける方は,いずれも中年の主婦で,声の実しい人達が集っているようだっ

たが,この歌には余 り自信がなく,括尊者の歌の後について歌える程度で,完全にこの

歌が受けつがれるかどうか,いさ かゝ気になるものがあった.

注 記

1･括尊者の歌でも定着した決定的なものではなく,歌詞が変れば,それにつれて節

まわしも少しちが う処があり,フレーズとフレーズの間の休止が伸びたり縮んだ

りする事は常である.それでも何十回と歌 うものをきいている中には,白から普

遍的なものをつかむ事が出来た.

2･琉球民謡独特のポルタメソトが,ふんだんに使われるので,楽譜には特殊な符号

(ヽ .)をもって表わす番にした.その個処は音程を急に下げて,投げ捨てるよう

注3) 各歌の題名を,土地の人は下記のように呼んでいる.

1.sh呈kijibushi 2.inchaw正 3.tinnuburibushi

4.gusbichafutag-a 5.mutubunagibushi
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に歌い終るのである.

3.太鼓は音取りの人が相子をとるためにたたくのであるが,至って簡単で拍子の強

弱を表わす程度のもので, リズムを細かくきざむような手のこんだ打ち方はしな

い.大体二拍子か四朝子の打ち方をしている.
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以上のような打ち方をしているが,曲そのものに朝子感が-ツキ1)しない個処が

あるので,途中で強弱が薬がえってくる事がある.それで適宜その都度強弱を入

れかえて打つ事が多い.その点次に掲げる曲譜を見たらよく解る事だが,全曲を

通じて拍子のア.ク七ソトが整然としているのは少い･そのために採譜に際しても

不都合な事が多かったが,出来るだけ原曲のま をゝ残したい一念から無理をして

二朝子でまとめる事にしたので,曲の途中で相子感のシックリしない個処がある

のは止むを得ない.

4.歌 う人の声の都合で自由な気特で歌い出すので,絶対的な音商を決める執 土出来

ない.それで便宜上声域に無理のない程度に ｢-調｣で採譜する事にした.

5.曲譜の中の歌詞は平仮名で葛き,-ヤシ言葉は片仮名で番く事にした.

6.曲譜の次に掲げてある歌詞の振仮名の中に英字で啓いてあるのは,沖縄古来の正

しい発音を示すためである.

zi (ズイ)と ji (ジ)

si (スイ)と slli(シ)

tbi(ツイ)と chi(チ)

ti (ティ)

tu (トサ)

di(ディ)

du(ドゥ)

言葉でも仮名づかいでも,その項には正しい方法をとった･

7.曲の速度は,飾りとの関係で適当に定まるようだから,無理に掃定する必要はな

いと思う.大体J-54-63の範囲内の速さで歌われるようである･概してゆっく

りした調子で歌われる.



96 洩 久 地 政

1･ ski Ei 宕 b/u%

由 一 い -

ぬ - あ ー

ふ tY - /こ一 一

え'･ さ - に -

ま で い ん タ ラ サ 叶 ､ 7 ヨ

な す jTJ't タ ラ サ サー ス lZ

_.ノ Jヽ )
ぷ - せ一 一 ･ZLLよう - - - - り ヨ

- ム ー や- -- ー ぬ ;I

L- 5./ +

普- ヨー/ ナ

lg ク ー う- か き -

1 タ ～ わー し た -
計 ノ⊥ せ- - み -しょぅ､
Å - ヤー - ら -ぴ ヽ

L_LL<う: 二 二 : £ ; 富 之 L<oユ ニ ㌘ 二二 芋 二 sL二

班 jil-lTl階



沖縄,本部mr字渡久地に伝わる日大放歌の記億

しきじ節の歌詞 (楽譜1.)
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沖瓢,未知町字波久地に伝わる田太放歌の記良

しきじ節の歌詞 (楽譜1.)
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いんちゃ芋の歌詞 (楽譜2.)
イ ン チ ヤ wtL

｢いんもゃ苧｣とは短かい学との意.

この歌朋 帽 ｢:認 諾 ｣ともいっている.寄蟻が広いので難

曲とされている.
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悪曾罰条P歌詞 (楽譜3･)
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沖縄,本部町年波久地に伝わるEI太鼓歌の記.a

具志川ふた川の歌詞 (楽譜4.)
グ シ チャ N-

)

具志川という所は渡久地に移住しない前の部落のあった地名で渡久地

から約-粁北に位する.そこの近くには具志川ふた川()]他 井戸の意)

と鰐川という二つの豊かな泉水がある.この歌は上記の泉水をた えゝる

歌である.ふた川とは蓋川の意ではなかろうか.古老はこの歌を ｢平政

節｣ (フィッチブシ)ともいっているが,歌詞の詩趣が平政節と同じで己■空コi

ある事と,-ヤシ文句が似ている非等からそう云っているだろうと恩う.

曲としては余り似通った所はない.

参考までに ｢平政節｣の歌詞を掲げておく.

滑 河 は い 川 や う しほ か
己■■ィ
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この歌に使われている歌詞の形が,本来の琉歌の形,即ち八,A,八,

六,の塾を破って,A,六,十,六,になっているのほ面白い.痕も古

い型の歌ではなかろうか.
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5･Ⅰ､禁t. 智 慧 君 恩

と,, ぐ ち か -- -一

･L.と,J ぶ .Q 一一 一 一

ら -- ヨ ー - ぬ

め -- p - ー じゃ

′′L二一 lらi - てい - ヨ ー - ハ リー ヲ 一 一 一 ､
- lE - 一 一 し ヽ ヨ ー ー ‥ '･)一 口 - - - ､

は な -- - ぬ

ぬ い 一̀一 一 み

ヨ ー ー む

ヽ ヨ ー ー せ

とう

ら

) Jヽ

ひな じ 一一 サ

うん ま -- サ

ハイ ス 1)- -一 戸 - ー

ハイ ス t)- -- ヨ - ､

イ サ .､イ

イ サ -イ

gE寧『璽=i

′､ l)- '百 一一 _

Jヽ I)- ヨ ー- _

､ く い 一一 一 し

､ ま く 一一 一 る

｡- - 一~● ~ヽ

~ヽ

3 - - き ち

_E' 一 一 か ん

む とうぷ -- サ ′､イ ス l)一 一 一 ヨ

か ん じゅ 一一 サ -イ ス TJ- - - ヨ

- ヽ イ サ

ー ､ イ ー▲

) ＼J′
′､イ ス t)一 一 - ヨ ー -
ハイ ス ー)一 一 二 ョ ー ヽ



沖縄,本だ叩T字渡久地に伝わる日太放歌の記録

本部なぎ節の歌詞 (発語5.)
mtJluLJuナ ギブシ

1. 波 久 地 か ら 萱 て
tu グ チ メナ ーL

遊 び 健 堅 に 恋 し
丁シ キン キン クイ

2. 本 部 のう め が な し 乗 り

畑

崎
芸

TTZtー

止

と
5

本
‖

地
ジ

名
ナ

辺
ヒ

部
プ

ちせJヽ
ム ttlブ ヌ J ジヤ ナ シ ヌ イ)

爪 や あ や 爪 に 其 黒 か ん じ ゆ
thlml tlml † クル Jヽ

局
"

御
ウ

105

3･ 官 軍 J! ㌘ 専 守 星 空 シ (注6'
わ ら べ あ む が な し
ワ ラ tf T ン ジヤ ナ シiZq

い ちや し 七 は な れ 御 か け み せ る
一ヽ一′ ナナ ′･ ナ リ サ カ キ

4. 地 頭 代 か ら 扱 者 お と り つ ぎ み Lやう ち
ジ tu ヂ チン シャ ウ LEl イ thl Z} ミ シヨ チlコ■i iZq

あ ま み 世 の し の ぐ (荘4)
7 -T ン ユ 1 シ ス Jy

おゆ る し め し ヤ う れ
己!巧
イユ ル シ l シヨ tJ
iR iZq

歌詞の2.3.4の下の句は曲にはめると.二字不足するので,各々次のように歌 う耕
一こなっている.

2. ｢其黒かんじゅ｣を ｢其黒かんかんじゅ｣と歌 う.
3. ｢おかけ みせみせる｣
4. ｢おゆるし みLやう みしゃうれ｣

Zq

なお一番の歌詞も,字不足をおぎなうために ｢恋し崎本部｣になっているが,普通

は琉歌そのま のゝ形,即ち八,八,八,六,で次のように歌われる.

渡久地から登て 花のもと辺名地
遊び健塾に 恋し本部

この本部なぎ節は,琉球古典青紫の野村枕に伝わる楽譜 ｢ェェ四｣の中におさめ
クンクンシー

られているが,三味線の伴案にのせたせいか,大分曲趣が変っている.原曲の素朴

さを失い,重々しい歌になっている.参考のため,次にその工工四にのせられた本

部遵節 (工工四には本部長節と宙いて ｢ムトゥブナギブシ｣と寵ましているが,曲

そのものは短い曲なので,あて字の際の手ちがいかとも思われる.) の譜も五線に

おきかえて掲載することにした.(楽譜 6.)因に工工四なるものは,ネウマの一種

で,三味線の手は充分記録されているが,声楽部の方は至って不完全なものである.

これが嗣さんに当ったのは野村安紐解と牧村冥信氏の二人で,完成したのは明治二

年である.

この本部長節の歌にとりあげられた歌詞は原地で歌われる本部なぎ節の四番目の

歌詞とはゞ同意のものだが,育英が大分ちがっているので念のために宙いておく.

検 者 主 し た り まへ お と り つ ぎ しゃ べ ら
⊆!■■ィ

チン シャ シユ シ タ リ ノー ウ ttI イ thi jl ･>ヤ ビ ラiZqiZq iコq
あ ま み 世 の し の

ン 3. ヌ シ ヌ

お ゆ る し
こ!q

ill

ぐ
グ

め し ゃ う れ (旺 5 )

l シヨ IJ
iZq

注4) 地頚代も扱者も晋の役人の職g..｢あまA･世｣は沖縄の古代
注5) ｢換老主｣は昔の役名.｢したりまへ｣は敬称.
注6) ｢あむがなし｣はノロの上位の人
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工工四 (琉球音楽の楽譜)にのせられたクンタンシ･一

･6.本 部 長 節
nltltll bt】 nagi bushi

J- F0 .-nO. d W JM TA-U t:i■

h r;.t _ .L.L L . . / _-+ . _

J一1l◆ ー -ヽ■■ _ヽ′ Tv-1ト ■- し -○三味根 ち ん 一i.)ま- -Lや一一-ん-- Lや一一 ゆ - - 山 一 -- -llllllllllllllllllll--.■llll-- L== 三二三巴

二 枚 の 桐 投

PLL一一一へ一-■■.'一一■■■ー〈一へ _- L L ー /'-≡≡≡≡====-II一一.-..3.--0-了-.ilレノーfニー-し-l一lレノI/rrVPLPp-LJVVVrり-め-l一一l-A
LlllLLJ.iLLL_LLLkLALll一■一一一一-rYrl/y___̀一)ー)ヽ■_一■l一十一一LL)●~-～▲●●一一十一′-+-I)t-ヤー●▲

__-_』 LLLL■ー lヽ

-IJJ-IJ ラ ■ヽ･...■ー--LI}---◆一■ーヽ一一 い .- 一一■ーヽ■■■一一■､■｣■~ ■■■ 一 十十手 '曽■ト ち

--D I lいう -ち---一- し - - - - Al

0 >_Ill ■■■._ L _ L h.L J LL h. h h hLLL - ▲ ▲

J 芦'y r r J-
-ヽ- じ - 一ヽ.･.･._■.'ーI 一一一■■一一LJPぴ +r1-I- ら 一 一 ■ヽ■■一- 十 - 一 一 - イ 一 久 - リ 一ヽ一■- 三一 一一

O -し1-1 _- - みし▲ - り - -l - サ ーl 一 一一ハ イ■ - ス - L)l 一一 三I-

≡ ≡ ≡ ====

注 :上旬と下旬を同じ曲にのせて歌われる.



107

A RECORD OF USHIDEKU SONGS SUNG IN
THE SHINUGU CEREMONY OF TOGUCHI

COMMUNITY, OKINAWA

Masakazu TOGUCHI

ABSTRACT

Among the annual events of ancient ongm in the Ryukyus is a primitive
ceremony called sltiuugu. This ceremony, though gradually disappearing, is still
observed in some communities as a ceremony of thanks-giving and prayer to the
god of fertility and prosperity. During this ceremony daces called usltide/r/u odori
are played, exclusively by women of various age~, as an entertainment. Special
songs are sung during the dances_ It is quite probable, however, that these songs
undergo transformation with a passage of years due to the facts that the songs
are practiced during a short period prior to the annual event, and that the mel
odies of these songs are not very easy to learn..

The writer, therfore, felt it necessary that these 'lliltide/""u songs are kept in
reliable musical notes. The present report, as an initial attempt for noting these

songs in various communities, includes the scores for the five 'uBhiiIeK:u songs

which are all sung during the Shiml[tlt ceremony of Toguchi community.


